
年度　授業計画（シラバス）

30 (2) 時間(単位)

後期

《授業科目における学習内容》

《成績評価の方法と基準》

《使用教材（教科書）及び参考図書》

《授業外における学習方法》

《履修に当たっての留意点》

授業の方法

教科書、配布資料

失行の定義、分類、症
状、メカニズムを調べてお
く。
教科書：P81～86

失語における評価の種類を知る。　評価内容、治療に関する内容
を理解する。

失語　評価バッテリーと治療方法

失行の定義を理解し、具体的特徴を列挙することができる。

失行　損傷部位と症状

教科書、配布資
料、評価器材

失語患者を把握し、評価、
問題点、治療をおさえてお
く。
P74～79

高次脳機能障害は外見からは分からない障害です。作業療法士としてどのように対処すればよいのか、どのように社会復帰をさせるのか基礎
からきちんと学び、授業を進めていきます。前回授業で学習した内容を毎回小テストなどで確認をしていきます。必ず復習をするように心がけ
てください。

担 当 教 員

脳解剖、脳機能局在について

脳解剖にあわせて脳画像を診ることができる。

脳機能局在を理解し、脳画像を診る。

失語における脳の損傷部位と失語症の分類を理解する。

失語　損傷部位と症状

第
１
回

内　　　容

授業を 通じての 到達目標

各コマに おける 授業予定

授業以外での準備学習の具体的な内容使用教材

教科書、配布資料

脳に関する解剖、生理学
の確認。
大脳皮質の機能を把握し
ておく。
教科書：P3～25

神経系に関する解剖・機能を理解する。

教科書、配布資料

失語の定義、分類、症
状、メカニズムを調べてお
く。
教科書：P68～74

教科書、配布資料

脳画像から大脳皮質の機
能を調べておく。
教科書：P15～25
配布資料

2025

専門分野 授業の方法 講義

授業時数(単位数)必修

解剖学、生理学ハンドブックまたは神経内科学の教科書使用して、神経系について勉強をしておく。

定期試験60%、小テスト40%

科  目  名

作業療法士学科

高次脳機能障害治療学

科　目　区　分

教科書：高次脳機能作業療学（第2版）　参考図書：標準理学療法学・作業療法学　神経内科学、標準理学療法学・作業療法学 解剖学、生理
学ハンドブック

1年生で学習した神経系に関する解剖学、生理学の知識が必要です。基本的には講義が中心となります。症状を理解し、可能な限り評価、検
査の練習も実施していきます。各疾患に対する治療までの考え方について勉強していきます。また、国家試験を意識して授業をすすめていき
ます。

学期

学        科

対 象 学 年

必修/選択の別

802昼間部2年 教室名

実務経験と
その関連資格

病院を中心に、脳血管疾患や難病のリハビリテーションに長年従事。国の事業である地域リハビリテーション推進
事業（2003〜2016年）や高次脳機能拠点機関支援ネットワーク構築事業（2013〜2018）年にも参画しておりました。
現在は、北河内高次脳機能障害支援ネットワーク（2024〜）の一員として、家族会設立支援への対応や、大阪府作
業療法士会では、高次脳機能障害の方の自動車運転支援を担当（201８〜）しております。作業療法士、介護支援
専門員。

牟田　博行

第
２
回

授業を 通じての 到達目標

各コマに おける 授業予定

第
３
回

授業を 通じての 到達目標

各コマに おける 授業予定

第
４
回

授業を 通じての 到達目標

各コマに おける 授業予定

第
５
回

授業を 通じての 到達目標

各コマに おける 授業予定



授業の方法 授業以外での準備学習の具体的な内容

教科書、配布資料

半側空間無視の定義、分
類、症状、メカニズムを調
べておく。
教科書：P112～116

注意障害患者を把握し、
評価、問題点、治療をおさ
えておく。
教科書：P50～55

教科書、配布資料

社会行動障害の定義、分
類、症状、メカニズムを調
べておく。
教科書：P142～154

教科書、配布資
料、評価器材

教科書、配布資料

社会行動障害の定義を理解し、具体的特徴を列挙し、評価、治療
に結びつけることができる。

社会行動障害

記憶障害　損傷部位と症状・評価バッテリーと治療方法

遂行機能障害に関する脳の損傷部位と症状を理解する。

遂行機能障害　損傷部位と症状

遂行機能障害に関する評価内容、治療に関する内容を理解する。

遂行機能障害 評価バッテリーと治療方法

教科書、配布資料

教科書、配布資料

遂行機能障害の患者を把
握し、評価、問題点、治療
をおさえておく。
教科書：P132～141

教科書、配布資料

記憶障害の定義、分類、
症状、メカニズムを調べて
おく。
教科書：P56～65

教科書、配布資料

遂行機能障害の定義、分
類、症状、メカニズムを調
べておく。
教科書：P128～131

記憶障害に関する脳の損傷部位と症状を理解する。評価内容、治
療に関する内容を理解する。

失認　損傷部位と症状、評価バッテリーと治療方法

失行患者を把握し、評価、
問題点、治療をおさえてお
く。
P86～93

教科書、配布資
料、評価機材

失認の定義、分類、症
状、メカニズムを調べてお
く。
教科書：P97～109

使用教材

注意障害の定義、分類、
症状、メカニズムを調べて
おく。
教科書：P47～49

注意障害の分類を理解し、症状を理解する。

注意障害　損傷部位と症状

第
６
回

授業を 通じての 到達目標

各コマに おける 授業予定

教科書、配布資料

半側空間無視患者を把握
し、評価、問題点、治療を
おさえておく。
教科書：P116～125

半側空間無視に関する脳の損傷部位と症状を理解する。

半側空間無視　損傷部位と症状

半側空間無視における評価内容、治療に関する内容を理解する。

半側空間無視　評価バッテリーと治療方法

授業を 通じての 到達目標

各コマに おける 授業予定

各コマに おける 授業予定

第
９
回

授業を 通じての 到達目標

各コマに おける 授業予定

第
１
０
回

授業を 通じての 到達目標

各コマに おける 授業予定

第
１
５
回

授業を 通じての 到達目標

各コマに おける 授業予定

内　　　容

第
１
１
回

授業を 通じての 到達目標

各コマに おける 授業予定

第
１
２
回

授業を 通じての 到達目標

各コマに おける 授業予定

第
１
３
回

授業を 通じての 到達目標

各コマに おける 授業予定

注意障害における評価内容、治療に関する内容を理解する。

注意障害　評価バッテリーと治療方法

失認における脳の損傷部位と症状と評価バッテリーと治療方法を
理解する。第

７
回

授業を 通じての 到達目標

各コマに おける 授業予定

第
８
回

授業を 通じての 到達目標

失行における評価内容、治療に関する内容を理解する。

失行　評価バッテリーと治療方法

第
１
４
回


